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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
、
７
月
１９
日
の
地
方
財
政
委
員

会
を
皮
切
り
に
４
つ
の
委
員
会
を

相
次
い
で
開
き
、
本
年
度
の
委
員

会
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

▽
地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長

�
高
橋
芳
治
・
南
丹
市
議
会
議

長
）
は
７
月
１９
日
、
▽
地
方
行
政

委
員
会
（
委
員
長
�
大
野
眞
一
・

小
田
原
市
議
会
議
長
）
は
２４
日
、

▽
産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

小
野
寺
一
知
・
名
寄
市
議
会
議

長
）
は
２４
日
、
▽
建
設
運
輸
委
員
会

（
委
員
長
�
丸
山
與
一
郎
・
妙
高

市
議
会
議
長
）
は
２６
日
―
―
に
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ

委
員
会
を
開
催
。
要
望
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
実
現
の
た
め
関
係

方
面
に
実
行
運
動
を
展
開
し
た
。

各
会
議
で
は
、
去
る
７
月
１２
日

の
理
事
会
で
付
託
さ
れ
た
各
部
会

か
ら
の
要
望
事
項
、
前
年
度
か
ら

の
申
し
送
り
事
項
等
を
盛
り
込
ん

だ
要
望
書
案
に
つ
い
て
、
協
議
、

決
定
し
た
�
２
面
に
要
望
事
項
を

掲
載
。
ま
た
、
昨
年
の
地
方
自
治

法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、
各

省
庁
か
ら
地
方
六
団

体
へ
の
情
報
提
供
制

度
な
ど
に
つ
い
て
事

務
局
が
説
明
し
た
。

会
議
終
了
後
、
正

副
委
員
長
ら
は
８
月
末
の
次
年
度

政
府
予
算
概
算
要
求
に
向
け
、政

府
・
国
会
な
ど
関
係
方
面
に
対

し
、
要
望
の
実
現
を
求
め
実
行
運

動
を
展
開
し
た
。

当
日
は
各
委
員
会
の
関
係
省
庁

か
ら
講
師
を
招
き
、
予
算
や
施
策

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

な
お
、
社
会
文
教
委
員
会
は
３１

日
に
開
催
さ
れ
た
（
会
議
概
要
は

次
号
に
掲
載
）
。

菅
義
偉
・
総
務
大
臣
は
、
７
月

３１
日
の
閣
議
で
平
成
１９
年
度
普
通

交
付
税
大
綱
を
報
告
し
、
各
自
治

体
へ
の
配
分
額
を
決
定
し
た
。

普
通
交
付
税
の
総
額
は
、
前
年

度
比
４
・
４
％
減
の
１４
兆
２
９
０

３
億
円
。
う
ち
道
府
県
分
は
４
・

６
％
減
の
８
兆
６
０
３
億
円
、
市

町
村
分
は
４
・
２
％
減
の
６
兆
２

３
０
０
億
円
と
な
っ
た
。

交
付
を
受
け
る
団
体
数
は
、
前

年
度
よ
り
３３
団
体
減
少
し
１
６
６

３
団
体
。
う
ち
市
町
村
は
前
年
度

よ
り
３３
団
体
減
少
し
、
１
６
１
８

団
体
と
な
っ
た
。
一
方
、
不
交
付

団
体
の
市
町
村
は
１７
団
体
増
加

し
、
１
８
６
団
体
と
な
っ
た
。

ま
た
今
回
の
大
綱
で
は
、
「
新

型
交
付
税
」
の
姿
も
示
さ
れ
た
。

算
定
額
は
、
公
債
費
を
除
い
た
基

準
財
政
需
要
額
４１
兆
円
の
う
ち
、

１２
％
に
当
た
る
５
兆
円
。内
訳
は
、

道
府
県
分
１
兆
６
１
６
０
億
円
、

市
町
村
分
３
兆
３
８
４
０
億
円
。

新
型
交
付
税
は
、
「
国
の
基
準

づ
け
が
な
い
、
あ
る
い
は
弱
い
分

野
」
の
算
定
に
つ
い
て
導
入
。
人

口
規
模
や
宅
地
、
田
畑
等
、
土
地

の
利
用
形
態
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト

差
を
反
映
さ
せ
た
ほ
か
、
算
定
項

目
の
統
合
に
よ
り
「
個
別
算
定
経

費
（
従
来
型
）
」
の
項
目
を
３
割

削
減
し
、
算
定
方
法
の
簡
素
化
が

図
ら
れ
て
い
る
。
「
へ
き
地
・
離

島
」
「
寒
冷
地
」
「
合
併
」
な
ど
、

特
段
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
項
目
と
し
て
「
地

域
振
興
費
」
を
創
設
し
算
定
す
る

こ
と
で
対
応
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
「
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
算
定
も

行
わ
れ
た
。
総
額
は
２
２
２
０
億

円
。
う
ち
道
府
県
分
は
３
５
０
億

円
、
市
町
村
分
は
１
８
７
０
億

円
。
▽
行
政
改
革
▽
転
入
者
人
口

▽
若
年
者
就
業
率
―
―
な
ど
９
つ

の
成
果
指
標
を
用
い
、
平
均
を
上

回
っ
た
自
治
体
を
対
象
に
割
り
増

し
算
定
が
行
わ
れ
た
。

第1660号８月５日平成19年
（2007年）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

産業経済委員長
小野寺一知（名寄市）

地方行政委員長
大野眞一（小田原市）

地方財政委員長
高橋芳治（南丹市）

建設運輸委員長
丸山與一郎（妙高市）

８月５日現在の市数
８０５市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

本 会

委委
員員
会会
活活
動動
始始
まま
るる

地
財
・
地
行
・
産
経
・
建
運
委
が
要
望
決
定新新

型型
交交
付付
税税
のの
姿姿
示示
すす

１９
年
度
大
綱
を
閣
議
報
告

普通交付税決定額

伸率（％）

△４．６

△４．２

△４．４

平成１８年度

８兆４，５２５億円

６兆５，００２億円

１４兆９，５２７億円

平成１９年度

８兆６０３億円

６兆２，３００億円

１４兆２，９０３億円

区分

道府県分

市町村分

総額

（１） 平成１９年８月５日 第１６６０号
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地
方
財
政
委
員
会
は
７
月
１９

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２０
年
度
地
方

税
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を

決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
に
伴

う
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
�
地

方
交
付
税
の
法
定
率
堅
持
と
所
要

総
額
の
確
保
、
地
方
交
付
税
の
財

源
調
整
機
能
及
び
財
源
保
障
機
能

の
堅
持
な
ど

２
�
都
市
税
源
等
の
充
実
強
化
�

国
・
地
方
を
通
じ
た
税
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
、
地
方
道
路
目
的

財
源
の
充
実
強
化
、
環
境
税
の
地

方
税
と
し
て
の
導
入
な
ど

３
�
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額
の

確
保
�
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額

の
確
保
、
地
方
交
付
税
の
算
定
等

を
通
じ
た
確
実
な
財
源
措
置
な
ど

４
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合

理
化
�
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ

で
は
な
い
国
庫
補
助
負
担
金
の
削

減
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

な
ど

５
�
地
方
債
資
金
の
所
要
額
の
確

保
等
�
公
債
費
負
担
対
策
の
拡

充
、
合
併
特
例
債
制
度
の
拡
充
、

地
方
債
の
貸
付
条
件
の
改
善
な
ど

６
�
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
等
�
公
営
企
業
繰
出
金
の
所
要

額
確
保
等
、
地
方
公
営
企
業
に
対

す
る
財
政
措
置
の
充
実
強
化

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
ら

は
要
望
実
現
に
向
け
、
総
務
省
な

ど
関
係
方
面
に
対
し
、
実
行
運
動

を
行
っ
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
佐
藤
文
俊
・
財
政
課
長
が
「
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

向
」
、
同
省
自
治
税
務
局
の
滝
本

純
生
・
企
画
課
長
が
「
地
方
税
制

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

産
業
経
済
委
員
会
は
７
月
２４

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２０
年
度
産
業

経
済
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
農
林
水
産
業
振
興
対
策
�
中

山
間
地
の
振
興
、
原
油
価
格
高
騰

の
抑
制
と
農
林
水
産
業
者
へ
の
支

援
策
の
拡
充
強
化
、
農
林
水
産
業

の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど

２
�
食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信

頼
確
保
対
策
�
製
造
業
者
や
販
売

業
者
等
へ
の
適
正
な
表
示
の
実
施

の
徹
底
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

３
�
中
小
企
業
対
策
等
�
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
促
進
、
中
心
市
街
地
の

再
生
、
地
域
再
生
な
ど

４
�
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�
原

子
力
発
電
施
設
及
び
石
油
貯
蔵
施

設
等
の
万
全
な
安
全
体
制
の
確
立

な
ど

５
�
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
�
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
の
販
売
時
に
お
け
る

前
払
い
制
度
の
構
築
な
ど

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
ら

は
要
望
実
現
に
向
け
、
経
済
産
業

省
や
農
林
水
産
省
な
ど
関
係
方
面

に
対
し
、
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
農
林
水
産
省
経
営
局

の
佐
藤
速
水
・
経
営
政
策
課
長
が

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
、
中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部

の
中
田
富
幸
・
経
営
支
援
課
長
補

佐
が
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。

地
方
行
政
委
員
会
は
７
月
２４

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２０
年
度
地
方

行
政
関
連
施
策
に
つ
い
て
の
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推

進
�
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見

直
し
と
一
体
的
な
権
限
・
事
務
・

財
源
の
移
譲
な
ど

２
�
地
方
議
会
の
権
能
強
化
等
�

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
け

る
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
な
ど

３
�
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強

化
�
消
防
防
災
施
設
・
設
備
整

備
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実

な
ど

４
�
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
�

過
疎
地
域
振
興
の
た
め
の
新
た

な
制
度
の
創
設
な
ど

５
�
市
町
村
合
併
に
対
す
る
支

援
の
拡
充
�
合
併
特
例
債
制
度

の
充
実
な
ど

６
�
基
地
対
策
関
係
予
算
の
確

保
等
�
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
の
所
要
額
確
保
な
ど

７
�
治
安
対
策
の
強
化
等
�
拉
致

事
件
の
全
容
解
明
と
早
期
解
決
な

ど８
�
北
方
領
土
返
還
�
早
期
の
返

還
実
現
な
ど

９
�
青
少
年
健
全
育
成
対
策
の
充

実
強
化
�
青
少
年
健
全
育
成
基
本

法
の
制
定
な
ど

１０
�
人
権
救
済
制
度
の
確
立
�
人

権
教
育
、
人
権
啓
発
の
推
進
な
ど

１１
�
外
国
人
政
策
の
総
合
的
な
推

進
�
総
合
的
に
企
画
立
案
し
調
整

す
る
組
織
の
設
置
な
ど

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
ら

は
要
望
実
現
に
向
け
、
土
屋
正
忠

・
総
務
大
臣
政
務
官
ら
に
面
談
す

る
な
ど
関
係
方
面
に
対
し
、
実
行

運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

の
幸
田
雅
治
・
行
政
課
長
が
「
地

方
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

▼
議
長

▽
瀬
戸

小
島
俊
介
（
５
・
１０
）

▽
帯
広

上
野
敏
郎
（
５
・
１４
）

▽
藤
井
寺

麻
野
真
吾（
５
・
２４
）

▽
新
潟

田
村

清
（
５
・
２５
）

▽
江
東

佐
藤
信
夫
（
５
・
２５
）

▽
品
川

伊
藤
昌
宏
（
５
・
２５
）

▽
北

永
沼
正
光
（
５
・
２５
）

▽
足
立

加
藤
和
明
（
５
・
２５
）

▽
春
日
部

山
崎

進（
５
・
２５
）

▽
沼
津

杉
山
功
一
（
５
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
瀬
戸

島
倉

誠
（
５
・
１０
）

▽
帯
広

安
田
正
雄
（
５
・
１４
）

▽
藤
井
寺

西
条
孝
子（
５
・
２４
）

▽
新
潟

石
橋
慶
助
（
５
・
２５
）

▽
江
東

秋
田
茂
夫
（
５
・
２５
）

▽
品
川

三
上
博
志
（
５
・
２５
）

▽
北

小
関
和
幸
（
５
・
２５
）

▽
足
立
ふ
ち
わ
き
啓
子（
５
・
２５
）

▽
春
日
部

鈴
木

保（
５
・
２５
）

▽
沼
津

浅
原
和
美
（
５
・
２５
）

▼
事
務
局
長

▽
瀬
戸

近
藤

保
（
４
・
１
）

▽
豊
田

倉
地
正
道
（
４
・
１
）

【
訂
正
】
本
紙
第
１
６
５
９
号
に

掲
載
の
議
会
人
事
で
、
磐
田
市
の

副
議
長
の
「
�
橋
和
雄
」
と
あ
る

の
は
「
�
安
和
雄
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。 議

会

人

事

本会

��
委委
員員
会会
開開
くく

要
望
ま
と
め
実
行
運
動

地
方
財
政
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

地
方
行
政
委
員
会

土屋総務大臣政務官（正面）に要望

第１６６０号 平成１９年８月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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建
設
運
輸
委
員
会
は
７
月
２６

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２０
年
度
建
設

運
輸
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
地

震
・
津
波
対
策
事
業
の
推
進
に
必

要
な
予
算
の
確
保
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
の
支
給
要
件
の
緩

和
な
ど

２
�
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

推
進
�
道
路
整
備
の
促
進
、
新
幹

線
鉄
道
の
整
備
促
進
、
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
推

進
、
空
港
整
備
の
推
進
な
ど

３
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
中

心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
、
下
水

道
整
備
の
推
進
、
都
市
公
園
等
の

整
備
推
進
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
の
視
聴
対
策

４
�
観
光
立
国
の
推
進
�
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
の
各
種
施

策
の
積
極
的
な
推
進
、
地
域
が
持

つ
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
観
光
に
活

用
す
る
「
一
地
域
一
観
光
」
の
推

進
な
ど

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長
ら

は
要
望
実
現
に
向
け
、
国
土
交
通

省
な
ど
関
係
方
面
に
対
し
、
実
行

運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
総
合
政

策
局
の
城
福
健
陽
・
地
域
振
興
室

長
が
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
、
同

省
河
川
局
の
中
野
泰
雄
・
砂
防
計

画
課
長
が
「
最
近
の
砂
防
行
政
の

方
向
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
岡
�
洋
一
郎
・
高
知
市
議
会
議

長
）
は
７
月
１９
日
、
下
関
市
で
役

員
会
を
開
き
、
座
談
会
案
、
「
人

口
減
少
社
会
と
都
市
行
政
」
に
関

す
る
調
査
研
究
報
告
書
の
目
次
・

骨
子
修
正
案
を
ま
と
め
た
。

座
談
会
案
で
は
、
同
研
究
会
の

調
査
研
究
に
資
す
る

も
の
と
し
て
座
談
会

を
開
催
。
参
加
者

は
、
同
研
究
会
を
代
表
し
て
岡
�

会
長
を
は
じ
め
、
副
会
長
の
酒
井

基
寿
・
浜
松
市
議
会
議
長
、
理
事

の
村
田
一
郎
・
船
橋
市
議
会
議

長
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
の
渥
美

由
喜
・
�
富
士
通
総
研
主
任
研
究

員
、
民
間
企
業
か
ら
下
嶋
忍
・
下

嶋
経
営
戦
略
研
究
所
代
表
の
５

名
。
座
談
会
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
る

�
市
の
行
財
政
と
地
域
の
福
祉
・

医
療
に
も
た
ら
す
影
響
と
そ
の
対

応
�
地
域
の
雇
用
・
労
働
に
も
た

ら
す
影
響
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
、
対
談
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。目

次
・
骨
子
修
正
案
で
は
、
調

査
研
究
報
告
書
の
提
言
を
第
４
章

と
し
、
サ
ブ
テ
ー
マ
「
く
ら
し

に
ぎ
わ
う

都
市
へ
」
を
掲
げ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
の
奥
谷
進
会
長
（
青
森
市
議
会

議
長
）
は
７
月
２５
日
、
８
月
の
政

府
予
算
概
算
要
求
に
向
け
、
望
月

義
夫
・
国
土
交
通
副
大
臣
や
総
務

省
の
久
保
信
保
・
自

治
財
政
局
長
に
面

談
。
公
営
交
通
事
業

施
策
関
連
予
算
の
充
実
を
求
め
、

関
係
方
面
に
実
行
運
動
を
行
っ

た
。要

望
は
７
月
１３
日
に
開
催
し
た

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

�
本
紙
１
６
５
９
号
参
照
�
で
決

定
し
た
も
の
。
地
域
の
生
活
交
通

確
保
の
た
め
適
切
な
財
政
措
置
が

図
ら
れ
る
よ
う
▽
地
方
交
付
税
に

よ
る
財
政
措
置
の
充
実
な
ど
経
営

基
盤
の
強
化
▽
地
域
住
民
の
バ
ス

路
線
維
持
及
び
生
活
交
通
の
確
保

▽
バ
ス
・
路
面
電
車
・
地
下
高
速

鉄
道
事
業
へ
の
国
庫
補
助
制
度
の

拡
充
▽
公
債
費
負
担
対
策
等
公
営

企
業
債
の
拡
充
―
―
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

（財）東京市政調査会

後藤新平生誕１５０年記念・
第１７回『都市問題』公開講座

経世家・後藤新平
―その生涯と業績を語る

第１７回「都市問題」公開講座は、「経世家・後藤新平―その生
涯と業績を語る」をテーマとして、下記の日程で開催します。
今年２００７年は、後藤新平生誕１５０年にあたる年です。
医師、内務官僚、台湾総督府民政長官、満鉄総裁、逓信大臣
・鉄道院総裁、内務大臣、外務大臣、東京市長、帝都復興院総
裁など多様な経歴をもつ経世家・後藤新平の人と業績をヴァイ
オリニスト天満敦子さん奏でる「望郷のバラード」外をはさん
で考えていきます。多数の方々のご参加をお待ちしております。

◎講演�「後藤新平と東京都市計画」
越澤 明 氏（北海道大学大学院教授）

◎講演�「公衆衛生家・後藤新平」
小野寺 伸夫 氏（日本健康科学技術研究所長）

◎ヴァイオリン演奏 「望郷のバラード」外
天満 敦子 氏（ヴァイオリニスト）

◎講演�「絶滅危惧種の政治家：棲霞
後藤新平～二枚腰の思考と志～」
前田 康博 氏（千葉大学名誉教授）

記
◆日 時：平成１９年９月１日（土）１３：３０～１７：３０
◆場 所：江戸東京博物館 １階ホール

（東京都墨田区横網１―４―１）
◆参 加 費：無料
◆申 込 み：東京市政調査会ホームページで

（http：//www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成１９年８月２４日（金）

（満席となり次第、受付終了）
◆問 合 せ：（財）東京市政調査会 研究室

ＴＥＬ０３（３５９１）１２６１

７
月
１６
日
の
新
潟
県
中
越
沖
地

震
発
生
後
も
余
震
が
続
き
、
多
く

の
被
災
者
は
現
在
も
継
続
し
た
救

助
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
新
潟
県
は
、
既
に
災
害
救
助
法

を
適
用
し
た
長
岡
市
な
ど
４
市
１

町
１
村
に
加
え
、
２５
日
新
た
に
三

条
市
、十
日
町
市
、燕
市
、
南
魚
沼

市
に
同
法
適
用
を
決
定
し
た
。

本
会
で
は
去
る
１７
日
「
平
成
１９

年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
に
対

す
る
緊
急
要
望
」
を
行
っ
て
い
る

�
本
紙
１
６
５
９
号
に
掲
載
。

建
設
運
輸
委
員
会

公
営
交
通
議
長
会

会
長
が
実
行
運
動

中
越
沖
地
震

災災
害害
救救
助助
法法
４４
市市
をを
追追
加加

座
談
会
案
ま
と
め
る

都
市
研
が
役
員
会
開
催

望
月
国
交
副
大
臣（
左
）に
要
望

役
員
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

岡
�
・
都
市
研
会
長（
高
知
市
）

（３） 平成１９年８月５日 第１６６０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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尾
花
沢
市（
山
形
県
）

◆
花
に
こ
だ
わ
っ
た

ま
ち
づ
く
り

武
雄
市（
佐
賀
県
）

◆
わ
っ
か
も
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第第
��
章章

協協
動動
・・
市市
民民
活活
動動

全
国
で
も
、
市
名
に
「
花
」
が

付
く
市
は
２
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
尾

花
沢
市
で
は
、
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性

化
す
る
１
つ
の
方
策
と
し
て

「
花
」
を
掲
げ
、
積
極
的
に
「
花

に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
１
つ
で
あ
る
「
花

の
か
け
は
し
事
業
」
で
は
、
国
道

１３
号
線
沿
い
に
あ
る
緑
地
帯
の
、

花
の
植
栽
や
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、

５
月
２７
日
に
約
６
０
０
人
の
市
民

が
参
加
し
、
４
７
０
０
�
の
緑
地

帯
に
ベ
ゴ
ニ
ア
や
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
な
ど
５
０
０
０
本
の
花
苗
を

植
栽
し
ま
し
た
。
菜
の
花
や
ス
テ

ラ
デ
オ
ロ
な
ど
も
、
季
節
ご
と
に

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
「
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
「
マ
イ
ロ

ー
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
で

は
、
市
内
全
域
の
道
路
沿
線

や
ロ
ー
タ
リ
ー
等
へ
地
域
住

民
が
自
主
的
に
花
を
植
栽
す

る
な
ど
、
環
境
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
民

の
協
働
に
よ
る
「
花
」
の
輪

は
確
実
に
広
が
っ
て
お
り
、

現
在
で
は
５０
を
超
え
る
市
民

団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

１７
年
度
「
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
市
町
村
部

門
で
大
賞
を
受
賞
。
こ
れ
を
機

に
、
１８
年
４
月
に
は
「
花
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
お
ば
な
ざ
わ
」
を
設
立

し
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
が

よ
り
一
層
発
展
、
継
続
し
て

い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
メ

ラ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
、
ペ
チ
ュ

ニ
ア
、
秋
に
は
蕎
麦
、
コ
ス

モ
ス
な
ど
が
見
ご
ろ
と
な
り

ま
す
。
尾
花
沢
市
の
美
し
い

風
景
が
、
そ
こ
か
し
こ
で
皆

さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
（
「
施
策
集
」

２
０
１
ペ
ー
ジ
掲
載
）

第第
��
章章

広広
報報
・・
公公
聴聴

・・
情情
報報
化化

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
湯

の
ま
ち
武
雄
。
温
泉
の
入
口
に

は
、
竜
宮
を
連
想
さ
せ
る
国
指
定

重
要
文
化
財
の
「
武
雄
温
泉
楼

門
」
が
そ
び
え
、
入
湯
客
を
迎
え

入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
で
平
成
１８
年
５
月
か

ら
、
柔
軟
な
発
想
や
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
「
わ

っ
か
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発

足
。
計
画
立
案
か
ら
実
行
ま
で
を

市
民
主
体
で
行

い
、
武
雄
市
を

盛
り
上
げ
る
た

め
活
動
し
て
い

ま
す
。

「
わ
っ
か
も

ん
」
と
は
気
持

ち
の
若
い
人
の

こ
と
を
表
す
、

こ
の
地
方
の
言

葉
で
す
。
実
年

齢
が
、
い
く
つ
で
あ
る
か
を
問
い

ま
せ
ん
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、

８０
人
の
「
わ
っ
か
も
ん
」
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
９
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
は
、
▽
ウ
ェ
ブ
上
で
の

情
報
発
信
を
目
指
す
「
が
ば
い

隊
」
▽
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
「
と
ぜ
ん
な
か
っ

隊
」
▽
樹
齢
３
０
０
０
年
の
大
楠

を
中
心
と
し
て
世
界
へ
情
報
発
信

す
る
「
武
雄
三
樹
物
語
」
―
―
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
が
ば
い
」
と
は
「
す
ご
い
」
、

「
と
ぜ
ん
な
か
」
と
は
「
も
の
さ

び
し
い
」
の
意
。
「
と
ぜ
ん
な
か

っ
隊
」
は
、
「
と
ぜ
ん
な
か
」
な

町
並
み
を
活
気
づ
け
た
い
と
の
想

い
を
秘
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

わ
っ
か
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

１
弾
は
「
と
ぜ
ん
な
か
っ
隊
」
主

催
の
「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」
。
１８
年

８
月
１
日
か
ら
１５
日
に
か
け
開
催

さ
れ
た
「
武
雄
温
泉
灯
籠
ま
つ

り
」
に
合
わ
せ
、
５
日
と
１２
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

灯
籠
ま
つ
り
は
、
市
内
外
の
こ

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
、
丹

精
込
め
て
描
い
た
約
５
０
０
個
の

和
紙
灯
籠
な
ど
で
、
温
泉
ど
お
り

を
幻
想
的
に
彩
る
夏
祭
り
で
す
。

こ
の
祭
り
を
主
催
す
る
「
武
雄

温
泉
ど
お
り
振
興
会
灯
籠
ま
つ

り
」
の
協
賛
を
得
て
、
「
温
泉
の

ま
ち
武
雄
に
は
、
ゆ
か
た
が
似
合

う
」
と
の
発
案
に
よ
り
、
「
ゆ
か

た
ま
つ
り
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
動
。
当
日
は
、
温
泉
ど
お
り
を

歩
行
者
天
国
と
し
、
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
、
そ
う
め
ん
流
し
、
浴
衣
行
列

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂

行
を
通
じ
、
武
雄
市
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
「
わ
っ
か
も
ん
」

た
ち
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
「
施
策
集
」

２
４
９
ペ
ー
ジ
掲
載
）

「
平
成
１９
年
度
版
全
国
都
市
の

特
色
あ
る
施
策
集
」
は
、
４
月
２５

日
付
で
全
国
の
議
会
事
務
局
宛
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

購
入
は
�
ぎ
ょ
う
せ
い
へ
▽
Ａ

４
判
・
定
価
６
５
０
０
円（
税
込
）

�
０
３
―
５
３
４
９
―
６
６
６
２

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈�〉

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

市民ボランティアによる植栽

徳良湖畔のステラデオロ花壇

武
雄
温
泉
桜
門
へ
と
続
く
和
紙
灯
籠
の
列
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